
(1） 第194 号 広 報 あ か い け 昭和54年3月1日 

1rn 毒長‘ 

発行所 赤池町役場 編集 総務課 文書広報係 ft（代表） 2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1 回発行 

町 の 人 口 

人 口 9,472人 （増20) 

男 4,526人 （増12) 

女 4,946人 （増8) 

世帯数 2,955世帯（増3) 

出生 13人 転入 42人 

死亡 7人 転出 28人 

(54年1月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

（一立米窯の第1回目の仕上げ製品を取り出す赤池連協・小松徹会長） 

 ノ 

まずト々の出来 Lがり 議競轟'L蕊鷲 

昨年12月5日、本町天郷地区に完成した「上野焼大型共同作業場」は、現在、訓練生50 

人でスタートしていますが、 2 月14日、初めての製品が一立米窯から赤池連協小松 

徹会長より取り出され、まず上々の製品の出来上がりとあって今後に期待がもたれていま 

す。同作業場は、地場産業の上野焼の特色を生かした陶板タイルを生産するほか、訓練生 

の将来の独立に備え、茶器や花器、つぽなどを作れるよう、陶芸の基礎技術を身につけさ 

せるため、県から委嘱された指導員が訓練生の指導にあたっています。 
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昭
和
四
十
八
年
、
赤
池
町
体
協
が
そ
 

の
組
織
と
運
営
を
抜
本
的
に
改
め
、
住
 

民
と
住
民
団
体
と
に
連
携
を
求
め
つ
つ
 

新
発
足
し
て
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

そ
の
間
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
年
 

々
め
ざ
ま
し
く
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
住
民
諸
団
体
の
積
 

二
つ
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
ー
つ
は
、
団
体
と
し
て
の
体
協
 

に
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
か
。
も
う
ー
つ
 

は
住
民
お
よ
び
住
民
団
体
の
側
に
ど
ん
 

な
問
題
点
が
あ
る
の
か
、
で
あ
り
ま
す
。
 

第
一
の
点
で
は
、
町
内
で
催
さ
れ
て
 

い
る
体
育
、
ス
ポ
ー
ッ
活
動
の
殆
ん
ど
 

）
篇
「
夢
At
中 易
液
蕪
 

体
協
会
長
 
池
 
田
 
利
 
文
 

極
的
な
協
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

さ
て
、
今
後
の
一
層
の
躍
進
を
期
す
 

た
め
に
，
五
十
「
年
度
の
体
協
活
動
を
 

ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
き
、
大
別
し
て
 

が
体
協
主
催
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

本
当
に
体
協
が
主
催
団
体
に
ふ
さ
わ
し
 

い
主
体
性
を
も
っ
て
き
た
か
、
と
い
う
 

反
省
で
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
活
動
の
 

計
画
、
運
営
、
実
施
の
面
で
行
政
依
存
 

の
傾
向
が
多
分
に
あ
る
こ
と
タ
量
‘
直
に
一
 

認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
体
協
 

の
新
発
足
前
と
そ
の
後
を
み
る
と
き
、
 

活
動
の
量
と
質
に
大
き
な
差
違
が
あ
る
 

の
は
、
行
政
主
導
型
の
振
興
と
住
民
主
 

導
型
と
の
差
違
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
 

で
き
ま
す
。
 

住
民
主
導
の
体
育
振
興
を
は
か
る
体
 

協
は
、
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
各
種
団
 

体
、
と
く
に
地
区
公
民
館
と
の
連
携
を
 

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
に
町
民
 

会
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
五
年
、
 

町
民
の
利
用
度
は
年
々
増
大
し
、
 

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
 

し
て
住
民
生
活
と
の
結
び
つ
き
を
 

ま
す
ま
す
強
め
て
い
ま
す
っ
 

五
十
三
年
の
利
用
状
況
春
書
理
 

日
誌
か
ら
集
計
す
れ
ば
、
別
表
の
 

と
お
り
で
す
っ
延
総
利
用
数
一
、
 

ニ
八
七
回
、
延
総
利
用
人
員
は
三
 

七
、
五
ニ
ニ
人
。
前
年
よ
り
回
数
 

で
三
十
四
回
、
人
員
は
三
、
四
ニ
 

八
人
上
廻
っ
て
い
ま
す
っ
 

さ
ら
に
利
用
状
況
を
目
的
別
に
 

み
ま
す
と
、
 

「
体
育
活
動
」
が
回
 

数
で
延
総
回
数
の
四
八
・
七
箸
、
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響
に
 

難
鱈
静
 

延ぺ37

. 

522人がつとっ ＼ 

人
員
で
も
延
総
人
員
の
三
六
・
一
 

計
で
前
年
に
つ
づ
き
第
一
位
、
体
 

育
活
動
の
振
興
が
着
実
に
前
進
し
 

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

利
用
の
時
間
帯
は
全
体
の
ニ
五
 

箸
程
度
が
昼
間
、
他
は
す
べ
て
夜
 

間
と
な
っ
て
お
り
、
指
導
管
理
 

の
た
め
の
響
貝
の
夜
間
勤
務
の
負
 

担
は
、
昨
年
同
様
軽
減
さ
れ
て
い
 

ま
せ
ん
。
 

五
十
三
年
の
利
用
状
況
を
、
一
」
 

れ
か
ら
の
公
民
館
の
指
導
、
運
営
 

の
あ
り
方
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
 

す
れ
ば
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
さ
 

れ
ま
す
。
（
こ
の
稿
、
公
民
館
発
）
 

「
一
一
一
一
一
」
一
一
一
一
 

主
要
な
問
題
点
 

盛
ん
な
体
育
活
動
 

総
体
的
に
は
、
公
民
館
が
基
本
的
な
 

方
針
と
す
る
「
体
育
・
文
化
活
動
を
土
 

台
と
し
、
住
民
お
よ
び
住
民
団
体
の
主
 

体
性
を
確
立
し
、
住
民
の
生
活
課
題
、
 

地
域
課
題
解
決
に
必
要
な
学
習
を
展
開
 

す
る
」
基
盤
培
養
は
、
一
応
そ
の
目
的
 

を
果
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
く
に
体
育
 

活
動
の
振
興
は
著
し
く
促
進
さ
れ
つ
つ
 

あ
り
、
そ
の
う
え
、
五
十
三
年
十
月
の
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
に
よ
る
施
設
 

条
件
の
改
善
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
拍
 

昭和53年 町民会館利用状況調（総括） 

密
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
 

現
在
の
競
技
中
心
の
各
種
大
会
を
住
民
 

サ
イ
ト
で
民
主
的
、
組
織
的
に
日
常
活
 

動
の
場
に
移
す
方
向
に
努
力
す
べ
き
で
 

す
。
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ン
や
プ
ロ
グ
ラ
ー
ー
 

ム
の
再
検
討
も
今
後
の
課
題
と
し
て
提
 
一 

起
さ
れ
ま
す
。
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町
公
民
館
で
は
、
町
内
の
青
少
 

年
健
全
育
成
の
た
め
、
次
の
と
お
 

り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
を
 

募
集
し
ま
す
。
申
込
み
は
 

所
定
の
用
紙
で
町
公
民
館
 

へ
、
締
切
り
は
三
月
末
日
。
 

〇
野
球
部
 
小
三
ー
小
六
 

の
男
子
の
み
。
 

〇
剣
道
部
 
小
一
ー
中
二
 

の
男
女
。
 

〇
バ
ド
、
II
ン
ト
ン
部
 
小
 

三
ー
中
三
の
男
女
。
 

〇
空
手
部
 
小
三
ー
小
六
 

の
男
女
。
 

〇
柔
道
部
 
小
三
ー
小
六
の
男
子
 

の
み
。
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嚢
嚢
嚢
嚢
舞
 

車
が
か
か
る
も
の
と
予
側
さ
れ
ま
す
。
 

従
っ
て
、
今
後
は
住
民
結
集
の
施
策
 

を
継
続
し
つ
つ
、
地
区
公
民
館
を
は
じ
 

め
と
す
る
住
民
諸
団
体
の
組
織
と
運
営
 

を
整
備
発
展
さ
せ
、
活
動
の
分
野
を
拡
 

大
し
て
新
し
い
学
習
課
題
を
提
起
し
て
 

い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
 

熱
心
な
指
導
者
の
努
力
 

体
育
活
動
が
前
年
を
上
廻
っ
た
の
は
、
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
急
速
な
普
及
に
よ
る
 

利
用
の
増
大
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
。
 

回
数
こ
そ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
若
干
少
 

い
が
、
利
用
人
員
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

を
抜
き
、
剣
道
に
次
い
で
第
二
位
と
な
 

目的別 区 分 
回 数 人 貝 

繊 延回数 率％ 延人H 率％ 

教
＊
・
学
級
 

生 花 28 344 12 
茶 道 25 549 22 
料 理 18 1.091 60 
老 人 大 学 13 821 63 

計 (1'1) 像l) 蚤§翻） 19:V (鶴) 

体

育

活

動

 

剣 道 182 5.772 32 
ノくドミントン 159 3.397 21 
ノぐレ一ボール 222 3.391 15 
体 協 関 係 50 830 17 
体ff指導委貝 13 151 12 

計 （離引 （籍：r ql爵1) （館】r (9) 

文
 
化
 
活
 
動
 

民 謡 45 1.165 26 

写 真 11 119 11 
尺 ハ 38 195 5 
音 楽 51 298 6 
吟 詠 29 389 13 

‘出 曲 1 40 40 
舞軍 土 芸 能 ' 41 10 
Fり 季 会 5 79 16 

計 (f費） q,：か ":g艶） (lダ ql) 

公
民
館
 

地区公民館 40 768 19 
町 公 民 館 27 1.370 51 
結 婚 式 22 1.251 5て 

計 c鵡) ( .J) 「：鶴P (18】引 傍る！ 
教
委
 

教有委貝会 (8) ,:r n・f掲】 唾I】 (28) 
学 校 関 係 ( ,) ( .引 （究る） (8】8) qr 

団
 
体
 
活
 
動
 

町 職 労 42 1.002 24 
商 エ 会 7 1.210 173 
消 防 1 60 60 
保 育 19j 32 933 29 
i皇 協 15 532 35 
こ ど も 会 18 523 29 
婦 人 会 14 270 19 

計 (I弱） I8!o (I:II8》 ql:P ( ) 

●め他 

町 行 政 34 2.7 5.580 14.9 164 
その他の団体 80 6.0 4.462 11.9 56 

合 計 コI：郷） 100.0 傍を躍か 100.0 唾3) 

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ
け
で
も
 

賄
い
切
れ
な
い
状
態
で
、
ス
ポ
ー
ッ
普
 

及
の
地
域
的
偏
重
を
是
正
し
よ
う
に
も
、
 

ま
た
、
チ
ー
ム
数
 

を
ふ
や
し
て
も
、
 

施
設
利
用
の
時
間
 

帯
の
提
供
が
で
き
 

な
い
状
態
で
あ
リ
 

赤池町公民館 内は52年分 

れ
自
体
一
定
の
目
標
を
も
つ
も
の
で
あ
 

り
ま
す
が
、
目
的
の
す
べ
て
で
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
教
育
の
基
本
的
視
点
に
立
て
 

! 
i コー ノ、 小 ニ ハ ーb 且目 は と Jづ 二Jノ’ ! 

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
は
競
技
そ
の
も
 

の
の
魅
力
や
誰
に
で
も
で
き
る
と
い
う
 

親
し
み
や
す
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
何
と
 

い
っ
て
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
指
導
者
の
 

熱
心
な
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
 

よ
う
で
す
。
 

剣
道
は
、
中
心
と
な
る
指
導
者
が
負
 

傷
、
長
期
入
院
と
い
っ
た
不
幸
に
見
舞
 

わ
れ
な
が
ら
も
、
開
館
以
来
の
ペ
ー
ス
 

を
守
っ
た
の
は
立
派
と
い
う
べ
き
で
す
。
 

パ
ン
ク
寸
前
の
大
ホ
ー
ル
 

町
民
会
館
、
と
く
に
体
育
館
と
し
て
 

使
用
し
て
い
る
大
ホ
ー
ル
の
利
用
は
飽
 

和
点
に
達
し
て
い
ま
す
。
剣
道
、
バ
レ
 

l
ノ
 

)
 

、」 

ハ「ノ 

指
導
者
の
育
成
と
研
修
 

自
主
的
な
団
体
活
動
の
消
長
は
、
団
 

体
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
左
 

右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
の
は
、
利
用
 

状
況
の
分
析
で
実
証
的
に
明
ら
か
な
と
 

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
良
き
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
共
 

に
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
失
わ
な
い
こ
と
 

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
指
 

導
者
の
育
成
と
指
導
性
培
養
向
上
の
た
 

め
の
研
究
、
研
修
活
動
は
不
可
欠
の
課
 

題
と
な
り
ま
す
。
こ
の
活
動
が
不
充
分
 

な
場
合
、
新
た
な
指
導
者
は
育
た
な
い
 

し
、
指
導
者
で
あ
る
者
も
指
導
性
の
枯
 

喝
衰
耗
に
よ
っ
て
、
指
導
者
の
立
場
を
 

欲
し
い
町
民
総
合
体
育
館
 

団
体
活
動
 

指
導
者
の
育
成
が
急
務
 

ま
す
。
従
っ
て
、
 

本
格
的
、
総
合
的
な
町
民
体
育
館
の
建
 

設
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

今

後

 の

課

題

 

組
織
、
運
営
の
整
備
 

活
発
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
行
動
 

を
中
心
に
し
な
が
ら
育
成
さ
れ
て
い
る
 

地
区
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
諸
 

団
体
に
組
織
と
運
営
の
両
面
か
ら
自
発
 

的
に
整
備
す
る
こ
と
を
指
導
し
、
民
主
 

的
で
主
体
性
の
あ
る
団
体
へ
の
成
長
の
 

た
め
の
施
策
と
研
究
と
を
継
続
し
ま
す
。
 

活
動
の
多
様
化
は
か
れ
 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
は
、
そ
 

ば
広
汎
な
公
民
館
活
動
の
土
台
で
あ
リ
、
 

組
織
的
教
育
の
基
盤
構
築
の
手
段
と
み
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

構
築
さ
れ
た
土
台
の
上
に
は
生
涯
教
 

育
の
多
様
な
学
習
活
動
が
上
乗
せ
さ
れ
、
 

そ
れ
に
よ
っ
て
民
主
主
義
が
理
論
的
に
 

も
実
際
的
に
も
住
民
と
住
民
団
体
の
中
 

に
、
そ
し
て
地
域
に
定
着
し
、
住
民
福
 

祉
が
増
進
す
る
 

こ
こ
で
公
民
館
活
 

動
の
目
的
が
果
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

従
っ
て
、
土
台
部
分
の
構
築
が
進
む
 

に
見
合
っ
て
、
活
動
の
多
様
化
を
手
が
 

け
ら
れ
る
よ
う
指
導
と
計
画
を
研
究
す
 

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
 

離
れ
て
い
く
こ
と
 

に
な
り
、
団
体
活
 

動
は
衰
退
の
結
果
 

を
み
る
こ
と
に
な
 

り
ま
す
。
 

機
関
機
能
の
活
用
 

公
民
館
が
社
会
体
育
を
担
当
す
る
よ
 

う
に
な
っ
て
、
ス
ポ
ー
ッ
振
興
協
議
会
、
 

体
育
指
導
委
員
等
の
行
政
機
関
を
は
じ
 

め
、
体
育
振
興
協
会
等
の
住
民
団
体
も
 

所
管
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
劣
弱
 

な
職
員
体
制
の
も
と
で
は
、
行
政
機
関
 

ば
か
リ
で
な
く
、
住
民
団
体
機
関
に
つ
 

い
て
も
充
分
に
尊
重
し
、
機
関
機
能
の
 

活
用
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
指
導
体
 

制
の
不
備
を
カ
バ
ー
し
、
諸
機
関
の
運
 

営
の
民
主
化
を
促
進
し
て
、
機
関
自
体
 

の
壁
肥
と
権
威
を
高
め
、
住
民
の
信
望
 

を
確
保
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
 

・ 

▼
「
人
間
の
身
体
っ
て
、
 

【
 

思
っ
た
よ
り
丈
夫
に
で
き
 

わm 

ているものですo

チピ 

”・ 

で
、
や
せ
っ
ぽ
ち
で
、
劣
 

フ
 

態
の
か
た
ま
り
み
た
い
 

な
私
で
し
た
が
、
人
生
が
楽
し
く
な
り
 

物
の
見
方
ま
で
す
べ
て
変
り
ま
し
た
」
 

と
語
っ
た
の
は
、
三
十
三
歳
の
家
庭
の
 

主
婦
で
走
り
は
じ
め
、
三
十
八
歳
の
七
 

十
四
年
に
ボ
ス
ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
に
見
 

事
優
勝
。
七
十
六
年
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
・
 

了
フ
ソ
ン
に
優
勝
。
 
一
昨
年
の
七
十
七
 

年
に
は
ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
 

そ
れ
ぞ
れ
二
度
目
の
優
勝
を
し
た
ゴ
ー
 

マ
ン
・
美
智
子
さ
ん
と
い
う
米
人
の
奥
 

さ
ん
に
な
っ
て
い
る
日
本
女
性
の
言
葉
。
 

▼
 
「
日
本
の
女
性
の
方
々
も
、
 
一
つ
の
 

こ
と
に
打
ち
こ
み
、
自
主
性
を
持
つ
た
 

め
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
利
用
し
て
く
だ
さ
 

い
。
手
軽
で
、
闘
う
自
信
を
つ
け
、
ス
 

タ
イ
ル
を
よ
く
し
、
健
康
に
も
役
立
ち
 

ま
す
。
私
も
昔
み
た
い
に
記
録
に
が
つ
 

が
つ
せ
ず
、
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
 

な
が
ら
、
楽
し
く
一
生
涯
走
り
続
け
ま
 

す
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
 

▼
日
本
女
性
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
企
画
指
 

導
の
た
め
来
日
し
た
四
十
三
歳
の
彼
女
 

は、 

「
今
で
も
午
前
中
、
必
ず
走
り
ま
 

す
。
も
ち
ろ
ん
、
育
児
、
家
事
が
優
先
 

し
ま
す
が
」
と
控
え
目
に
語
る
。
彼
女
 

の
こ
の
短
か
い
言
葉
の
中
に
は
、
ス
ポ
 

ー
ツ
の
極
意
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
 

て
、
そ
の
背
後
に
は
多
く
の
汗
と
努
力
 

と
強
烈
な
意
志
が
読
み
と
れ
る
。
赤
池
 

の
奥
さ
ん
方
、
い
か
が
で
す
か
。
 

ま
た
、
機
関
構
成
員
は
例
外
な
く
指
 

導
者
で
あ
り
、
そ
の
研
修
に
つ
い
て
は
 

前
で
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

施
設
の
整
備
が
急
務
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
建
設
に
よ
り
、
 

施
設
の
整
備
は
著
し
く
進
ん
で
い
ま
す
。
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
の
最
大
の
課
 

題
は
専
門
施
設
と
し
て
の
町
民
体
育
館
 

の
建
設
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
利
 

用
状
況
の
分
析
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
 

す
。
と
く
に
最
近
の
行
政
指
導
に
よ
る
 

体
力
つ
く
り
、
健
康
つ
く
り
の
諸
活
動
 

は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
体
育
館
が
 

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
実
効
あ
る
運
動
と
 

な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
 

次
は
、
活
動
の
多
一
化
を
す
す
め
る
 

場
合
、
学
習
手
段
と
し
で
の
視
聴
覚
器
 

材
の
整
備
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

外
部
講
師
に
多
額
の
経
費
を
要
し
、
適
 

任
者
の
選
択
が
思
う
に
ま
か
せ
な
い
実
 

情
の
中
で
、
映
像
を
通
し
て
の
問
題
の
 

提
起
と
理
解
は
、
今
日
で
は
常
と
う
的
 

手
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
解
決
に
は
高
い
政
治
判
断
 

と
計
画
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
 

に
対
し
て
は
、
ね
ば
り
強
く
問
題
を
提
 

起
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

一 

三

月

二

十

五

日

ー

 

ノー 

一 
春
の
園
芸
講
習
会
 

一 

？

ー

 
町
民
会
館
し
 

園
芸
同
好
会
の
四
季
会
が
町
公
民
館
 

と
共
催
で
、
三
月
二
十
五
日
午
前
十
時
 

か
ら
町
民
会
館
で
。
町
民
多
数
の
参
加
 

を
歓
迎
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。
 


